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て解析的に検討したところ、同方程式中の非線形項に起因して、空間基本モードに領域振動の特性周波数の 2 倍、 4
倍の時間高調波が、空間一次モードには 3 倍の時間高調波が出現することがわかった。
第 6 章は結論であり、以上の研究で得られた結果をまとめ、本論文の総括とした。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、沸騰水型原子炉炉心の核熱水力解析の高度化を図り、核熱水力解析の精度向上に資する知見を提供する
ものである。具体的には、燃料集合体計算への熱水力の導入、及び、全炉心の核熱水力解析として、領域安定性の周
波数領域解析を行う。前者により、燃料集合体内の径方向ボイド率分布を考慮することが燃料集合体の無限増倍率等
の核特性に無視できない影響を与えるという新たな知見が示される。後者では、領域安定性解析のためのボイド反応
度係数の評価式を導出し、この評価式を用いることで、領域安定性の減幅比に影響を与えることが示されるo さらに、
領域安定性の時間領域解析においては、領域振動時には、モード動特性方程式の非線形効果により、中性子束モード
に時間高調波が出現することを明らかにした。
以上のように、本論文は、核熱水力解析の高度化手法を提案し、解析の精度向上を目指した知見を提供することに
よって、より安全で経済的な原子炉の運転に資するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
可
I
円。
